
 

 

［成果情報名］GAP ナビゲーションシステムの導入効果 

［要約］農協・生産者団体向けの生産工程管理支援システムである GAP ナビゲーションシス

テムは、その導入により GAP チェックシート及び生産履歴の記帳確認集計作業の負担軽減

が図られるほか、集計分析結果に基づく営農指導に活用できるなど有用なシステムである。 
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［区分］東北農業・基盤技術（経営） 

［分類］技術・参考 
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［背景・ねらい］ 

生産工程管理（GAP）の導入による農産物の安全確保や農作業・経営改善が大きな課題

になっている。しかし、営農現場では GAP に関する管理記録とその確認・集計分析に要す

る負担が大きいため、GAP の導入や GAP 規準に基づく適正な農場管理が進みにくい状況

にある。そこで、九州大学を中核機関とする研究プロジェクト（http://www.agr.kyushu-u.ac. 
jp/keiei/GAP/）において、GAP における記帳確認負担軽減と収集データを活用した作業改

善を同時に行う情報システムの開発及び利用実証試験を行っている。ここでは、研究プロ

ジェクトの一環として特定非営利活動法人農業ナビゲーション研究所が開発した農協・生

産者団体向けの生産工程管理支援システムである「GAP ナビゲーションシステム」の導入

効果について、農協を対象とした利用実証試験により検討する。  
 

［成果の内容・特徴］ 

１．GAP ナビゲーションシステムは、多種多様な GAP に汎用的に対応し、様々な GAP チ

ェックシートの作成・管理を簡易に行うことができるシステムである。具体的な利用手

順は図１に示すとおりであり、GAP チェックシートの作成、システムへの読み込み、

記帳内容の判定、集計分析までを一元的に行うことができるシステムである。  
２．岩手県内の農協において、システムの利用実証試験を行った結果、(1)システム上で農

協独自の OCR チェックシート（図２）を簡易かつ短時間で作成でき、各部会員の記帳

内容を短時間でシステムに取り込み、内容確認・集計できること、(2)農協独自チェッ

クシートの記帳を行うだけで、他の GAP への適合状況を自動判定できること、(3)地区

別、農家別、管理項目別、年次別の実施状況等を自動で集計分析する機能があるため、

営農指導に活用できることなどに対し、高い評価を得ている（表１）。愛媛県内の農協

における利用実証試験においても同様の評価を得ている。  
３．システム導入により、GAP 及び生産履歴の記帳確認集計時間が導入前に比較して約 5

割削減されるなど、GAP の導入に関する記帳確認作業の負担軽減及び集計分析結果に

基づく営農指導に有用なシステムである（表２）。  
 

［成果の活用面・留意点］ 

１．GAP ナビゲーションシステムは、特定非営利活動法人農業ナビゲーション研究所

（http://www.nnavi.org/）が開発したものであり、同研究所がインターネットを介してソ

フトウェア利用サービスを行う。  
２．なお、本ソフトウェアのサービス提供にあたっては、農薬や肥料などの農業生産資材

の適正利用を事前に判定し、生産履歴情報として自動記帳する「資材ナビゲーションシス

テム」（運用中）との一体運用を行う予定である。



 

 

［具体的データ］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（岩手県農業研究センター） 

［その他］ 

研究課題名：GAP 導入促進のための経営支援ナビゲーションシステムの開発 

予算区分：実用技術 

研究期間：2008～2010 年度 

研究担当者：前山薫、松浦貞彦、木村浩（NPO 法人農業ナビゲーション研究所）、南石晃

明（九州大）、河野靖（愛媛農水研） 

表１ 実証対象農協における GAP 取り組み
状況とシステムに対する評価 

注）実証対象農協におけるヒアリング調査結果等をもとに作成。 

注）項目毎の時間の積算は、実証対象農協におけるシステムの利用実証
試験での作業別の時間測定、及び各地区の GAP 担当営農指導員等 (7
名 )からの利用実証試験を踏まえたヒアリング調査に基づくものである。  

表２ GAP･生産履歴の記帳確認集計時間の変化 

 

図２ OCR チェックシート記入用紙出力例 

図１ GAP ナビゲーションシステムの主な機能と利用手順 

① 独自チェックシート
（GAP管理項目)作成

② 独自チェックシートと
各GAPの対応付け

③ チェックシートの
OCR記帳と読み込み

 

⑤ 記帳内容の判定･評価
(チェックシート評価簿)
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の検索･確認･登録

⑥ 記帳内容と各GAP
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組合員 約12,000人

対象生産部会 水稲部会（約9,000人）

生産履歴記帳
の状況

○生産履歴現地責任者を集落毎に設置
○現地責任者は、集落内の部会員への記録様式の配
布、記帳指導、回収、内容点検を行い、農協（事務局）
に提出

GAPの取り組
み状況

○GAP導入指導に関する知識を得るため、営農指導員
がJGAP指導員の資格を取得
○岩手県版GAPをベースに、地域の水稲生産工程（作
業）に合わせた農協版GAPチェックシートを作成
○指導会及び座談会において、管理項目について説
明すると共に、部会員からチェックシートを回収

GAP推進上の
課題

○農協（事務局）におけるチェックシート回収後の内容
確認、集計分析作業の省力化
○点検結果に基づく各部会員への営農指導対応
○流通業者独自ＧＡＰへの省力的な対応
○生産履歴記録との一元的な管理

システムに対す
る評価

○システムに登録済みのJGAP、流通業者GAP、県版
GAP等を参照・複写しながら、農協独自のチェックシー
トを簡易かつ短時間で作成できる。
○各部会員の記帳内容を短時間でシステムに取り込
み、内容確認、集計できる。
○作成した農協独自チェックシートと他のGAPの項目と
の対応付け機能があるため、農協独自チェックシートの
記帳を行うだけで、他のGAPへの適合状況を自動判定
○地区別、農家別、管理項目、年次別の実施状況等を
自動で集計分析できる機能があるため、営農指導に活
用できる。
○不適合項目に対する次年度以降の対応策等のコメン
ト登録・自動出力機能を利用することにより、組合員
個々の作業改善が進むことが期待できる。

項　　目 導入前 導入時 備　　　考

各農家の様式へ
の記帳時間

4,500hr 2,250hr
栽培管理記録及びGAPチェックシートの記
帳時間。部会員9,000人、記帳時間：導入
前30分/人、導入後15分/人

記帳内容の確認
時間

630hr 33hr
システム導入前は営農指導員による目視確
認。導入後はOCR読み取り、システムによる
自動確認

組合員への連絡・
訂正時間

68hr 68hr
電話連絡確認を要する組合員率3%、電話
確認・修正時間15分/人

記帳結果の集計
分析時間

- 0hr
システム導入前は手間がかかるため、集計
分析を未実施。システム導入後は自動集計

計 5,198hr 2,351hr 削減率55%


